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物 理 化 学 の 進 歩Vo.1.9(1935)
ft 丈 献 集
物 理 化 學 文 献.集
(論交題 目直後の括弧内鼓宇は頁数i印 は本誌に抄錢爵みのもの)
物1ｰli:rinimI
原 于物 理 學,み ペ ク.トル,耳 艱,
放 射 論 ド 結 晶 でヒ學 ・ 立=體{ヒ學 等
ムnn・Phyg汝..20(1934)・
IGinea7】dH.;IlerzbexgG...u.IfenbergI..,CP.分干
め 構 邉 と蔕 スペ .クトル(5σ9>
Roo5.、V"ハロ ゲ ン化 ア.ルカ リ.結贔 の 軍 純 な る燐 光
(IR.i)・
HeIv.,17.(1934)・
Snaarc6,1・・化 學 結 分 に於 け る電 于 の 役 割(141i(i)・
CwtieniR.,非水 溶 液(メ チ ル ア ル コー ル)に於fiる
果糖 の 紫 外 光 に.よる分 解(108).
J。Am・Ohem.Soc・,56(虱954)・
BmckwayLn...&R'allF,T.,非金 屬.ハ卩 ゲ ン化
物 の 電 于 廻折(2373)・
MnrtensonrA・&Leigh重【・nP・A・RaUの 放 射 變.
移 を 悌 ふ 分 子變 化(239わ・




N軍・ 光 化學 研 究{XIX〕 ア 七 トン蒸 氣 の 紫 外 吸 收
スペ クhN(717)・
kfullikenl:.S∴斎 電 于 親 和 力 尺 度(782).
JnmesH.轟i.管Li,分于 の波 動 ヵ學 的 取扱 ひ(799)・
LeitmanE.1.dUkholinS..¥.,Cnmbinatinm
iCaUe「ingと分 于 の 曾合(825冫.
Brndbury醤・ 且 ・ 分 子 め 電 子 的構 遘 と電 于穀 和 力
(340)・
Katzo耀S・・液 相 分 子 配 列 のX纏 的 研 究(841).
DaocanA.Ii.F.&Flmver.P:..メタ ンの紫 外 吸敢
一(851)・
聖贓 ㎎L.&B・ ・ck・町Lα ・騨 分 子 の電 子 蜥
寓 眞 の解 鐸 の 研究,ベ ンせ ソ凌ぴ 四藍 化 炭 素 に於
け.る結 果(867)・
(ilocklaG.&DavisH.M.,アセ チ レ ンの ラ ▼ ン
効 果 〔Dメ チ ル ・ ヂ メチ ル及 び ヴ ィ昌Nア セ チ
vン(8B1)一
MumyJ・W・..&tY呻 ・w・P川p,Fhゆ ・・E母・x。ne.の
ラ マ ン λ ρこク トル(89〔り・
J●Cheロ1.Soo5,(1954)・
RogerB.R.&McGTtgor:N.,立 體 化 學 的 構 造 研 究
〔Vの 光 學 的 活性 ペ ン ゾ イ ンの 旋 光 力 及 び ラ セ 「ミ
牝.(154s)・
Monatt血.Chem。引64(1934).
Kolilzaascli.K・W。F・u・Pon鑑mtzA.,ラマ ン効 果 の
研 究 〔XXXIn〕 有 機 物 質 の ラ マ ン ろ ペ ク トル(べ
"卩 ルの融 置綿 甲 〕)(361)・
1(ohlTauschK』NV.F・馳 呶mtzA門 サ マ ン効 果
の 研 究 〔XISIC〕 有 機 物 質 の ラ マ ン ス ペ ク トル
(37a)・
し
PestemerM.u.(:itbitzぐ,..三三 の 芳 香 族 炭 化 水 素 の
紫 夕卜吸1臣 〔1置〕Monh.n;Alkyll)enzo翌e(426).
Monat8h.Ohem.,65(19S4)・
PestemerM・・二 成 分 混 合 液 饅 の 紫 外 吸 敢 ,ア セ ト ン
ー ヘ キ サ ン系(1) .
Kohl・a・schK・w・F・u・PaagT・tt・t・・ ラ マyMS
c'
の 蹤 〔・X'XXVI)rgma物質 の ラ マ ン ス ペ ク 団
(6)・
Nature,154(1934)・
iti旦訂dL&ChalmErs11 .A.,T謀 に よ つ τlleよ
學放 出 され お 中 性 干 の 援 坦=放 射 能 を 誘 導 す る 一1
方 法(agq)・
WalkeH.」.,串 性 子 に ょ つ τ 衝 撃 きれ た る パ ラ フ
ィ ン よbのan"ilillationradiation(49・5).
SttumL,中 性 子.と プ ロ、ト ン と の 結 合 エ ネ ル ギ ー
(497♪・
.Henワ し ・ 趣0の 吸 收 ス ペ ク トル と 丶 の 解 離 エ
ネ ル ギ ー(498)・
ム∬arP・R・ ・ 立 鰉 妨 害 と幾 何 異 性 膣(535).
N¢wmanド ・.H・&W61keH・J・・ 誘 導 放 射 能 性(537)
HultumotoYi,C・OH蓮 結 の ニ ネ ル ギ ー と ア ル.コー
ル に 於 け ろ 分 于 構 造 く538).
A㎎ 聾.W,R..&LetlcieNH..昌 トロ シke硫 酸 の ラ
マ ン ス ペ ク トル(・572)・
一a2
物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
～ 夊 獣 集r一.蹄r.一' 7
GuebenG・・核 構 造 と勵 起 放 射 能 性(688)・
Rr蹴㎎1舳1A.,原予 隷1こよ るT斯 の イ オ ン化(6額)・
Fatnrwisa.,ss(isaa).
Farkss.L..〕R永ヨ睫同位 元 素(6ろ8).
MQilnerL・原 于核 と元 素 の 周 期 系(7認)・
von1'rnuhenbergH.R.u.Bar電c15H、.T線に ょ.るrig
の 入 工 的 活 性 化(758).
M嵌 ロerL.,中性 子 に よ る元 素 の 瀦 墺(39)
Phi].矼ag,〔7〕,18(ID34)
B1"ckm"n.M帥fifイオ ン振 動 に野 す るP.`一du.力の影讐
(ぞ5)・
Cla【kGH.b噂 二三 の 水 素 化 物 にNる 簡 阜 な る
二釁 子分 子 に對 す る恨動 周波 馼 と桟 分 離 と.の臨 係
(4δ9冫・
lbwnseml.∫.C..陽イォ γ に.よるHeの 電 離(5興)・
'1'illman
.r.h..羊均 内部 ポ テ ン シ ÷ル測 定(656).
、、slkett.7..放射 能 及び 核 合 庇 〔:9u).
W【od、vnrdL,a」MorCur{me及'Cholloua..
1ラマ ン.効果 及 その 双 雑 牲.(823>
EmeleusK・G;&Kenn叙サD.,負1寡 光 芒に 於 け る瓦
電 子 エ ネル ギ ー($id)・
Eltrじnb巴r9、Y・・ 緩 漫 電 子u)結 晶 駐こよ る新 廻 霊斤研 究
法(878)・.
B咀1imIH・F∵ 種 々のf斯 に 於 け る コ ロ ナ放 電.
`go9}
Balしed㏄K,,pouri.r分析 方 法 に よ る1'a「a.linilra'
beneneに於 け る原 于 の 位 置 決 定(1{用4)・
2uLiロ曲nH・k・IX籤 永 準 彖 療 子恒 鼓(11.186)・
恥 …d・鳳 ハ ・ゲ ン化 ナ ト リウ ム及 び カ リウ ム蒸
無 の 螢光xrク トrv(1139)・
11.【・σm㈹F.・,Wi1【 ・n1,・・gH.高 溢 め 、、,の紫 外 犠
射 能.(713>
Tinganldt(冫・300。～1100。1二於 け る1.?.iｵ帶 領 .
劇 轡 器 瓢 。.ル。嚇 。。。檢
讃 σ20)・
AlthertumH』・RompeR・,ア ル カ リ
.自由 原 子 の 研
究(814')・
1)tuckenthalerir..酸 素 及 び 水 素 の 同 位 元 紊 の 質 量 ス
ペ .クトル 的 研 究(85])・
Proc,Roy.Soc;CA),146(1934)
DenisoRA・K・&Richard-onαW・.化 學 作 硝 に よ
匡齢糠韆雌蕩讖饐鏃
.應・ 接 觸 電 位 差 の薪 測 定 法(524)・
B㏄鴨r5C・A・趣Lip泌nH・,CuSQザ5H20の縞 晶 構
造(urO1)・
イわ の1岨 隅 い1・・ 薪電子廻折法による班 髄 の決定
1〔1)貰験的(072)・
ld旺綿b}L同 上 〔11J三の瀞 なペンゼン誘導
1
　
RosLLn1川9R・L,波動 力 辱Sに於 け る 力 の 概.念(1150).i
Phys。Re7,,46(1939)・i.
McKellcrA.&B'adLt)'C..A.,Lnon,Fdeutere-acrtylcae1Gr,tiiths.T,lf.E・・鎚 ・k飄 子 卿 期 倫(S4丁 〉
の近 赤 外 吸 收 スベ.クトル(689)
5parｵlerR・Dリヱチ ルx一 テル め 臨 界g6Mf逝1に於
け るCchnl随cヒicCuntlitiり81(80R).
鱧 に 於Giる ハ ロ ゲ ン と炭 素 結 合 の 距 離(890).
GLI幽RK・s・ ・¥,O.め の 螢 尭 輻 射(鋤 .
linydouA.G..S【,2の後 禦 光 ス ベ=ク トル(aut)・
Ulipha幽賦M.L,3hircE.S.&CnnrtherP..hl.,Li.
同 位 元 素 の 分 離 と 其 等 に よ る 二 三 の 核 反 態(922)・
Proc塵Roy.Soe.〔A〕 ・.147(1934)・
1.k黜「菰[rcrbG・&tipinkaW・Tで寫 眞 的 赤 外 に 於 け る
HCNの 吸 故 帶(帯 り.
.S
藍od山r【E.M,酸 素 の 後 壁 光(4ろ4)・
PuLiwonll,ｫ.,靺 ア ン トラ セ ンに よ るX線 の 反
身量.(467)・
Vaidpa、℃M・ ・ エ チ レ.ンの 焔 の ス ペ ク トル(it)・
$umai・&Tbo"Ψ5{・n∫11・C,.有極 結 晶 格 子 の振
動 数 の ス パ ク トル に 就 て(59d').
IR・v・S・i.lnstr,.・(1034)・
























.,Uimcの 陽 電 于 理 論 のli:clusionItinciple
の 数 式 化(ltlPj・
Trane:Farad.Soc.,30(1939)
幅k湛 積F.,CGa蒸 氣 の 零 子 爼 折(98!>
WhileC」F.&Goodeサ6C..F.,三 弗 化 臭 萋奪,is弗
化 沃 棄 及 び 弗 化 ヂ シ ヤ ンの 吸 敢 ス ベ 外 ル(30}y).
¥(ead.,・,C「及G,の 配 位 化 合 物 の 水 溶 液 に 於H




¥ayar.ALR.・u・Gair・lwT・R・・ 沃 素 酸 及 び 其 鹽 類
の 椿 遣 〔i〕,.〔II〕(163,169)・
Z.$lektroahe皿.,40.(1934)・
J3neckeE・ 新 掬 里 模 聖 、 舘 里 墮 の 鰌 和 性 の 空 間 的
喪 現(735)・
穏1iε1im領nH.・.」面w..量 子 力 學 に.よ お「化 學 的
力 」の 解 釋(806)・
2,Phy8ik,90(1939)・'
ｰIla.mseo!t.,1{ertx〔;・凵・sd,ac,<W・=・同 位 元 素 分
離 研 究.損 散 に よ る=暇水 素 の 情 製(7ps)・
1[ulst.W.uJ.lulthenE..水.舞化 及 重 水 素 化 ア ル.ミ
轟 ウ ム の 瀞 ス ペ ク トル の 研 究(iL}
Ibsc.H.u.UidmerK・H核 鑑=よ る6粒 于 の 散 亂.
(773).
IMbrexoxL・W・¥fu及 びThを 附 贊 せ るW上 に …
於 け る ア ル カ リ金 贋 廩 子 の イ 才 ン.化(i881・
Z.Phyaik、91(1934)・
IknHe.H..内 部 電 于 の 勵 墨 に よ る 吸 歌 ス ベ ク トル
Cvu),cvnq.Ctx)psi,.a..ats).
Swic鵬lawsk口J・・Cd薀 氣 の 鞭 螢 光 の 研 究(354)・
MaI㎞dlJ・・ 同 位 元 素 の 系 統 化(361).
Heltcer1:.,PnhlmanR.u.Bchumacher.t[.J.,o,
Fn:nkelJ..結品.に於 け るElcktroncnLtr6zentrenの.licrzberqG・吐、Spinks∫・w`,:Czi[.め 廻 縞 振 動
移 勤 速 度(911).・ 椿(386)・
K"r童5山atowt:sSincloiYov・プ"ト ン に よ るLiaIWmEeH.,金 屬 縞 合 の 本 性(400)・
の 嬾(919)・ 鹽IM・ 民,甘1・ 繰 φ1&511-1/1011A.に於 け る 共 麟
KurtacLad.w1.Sioel・ik・Yq,ShchepkinG.副(475),
R'icbc志一 嫡 の 放 射 能(922)・:JaeckelR, .A且 及$eよbの 中 性 子 の 研 尭(姐31・
・一1… .贓 噺 琳 ・一.・同… 綱 … 購,鰡 ・於幡 嘩カリ1礁 ・・及.
二 寵化 炭 素 の 紫外 吸 敦(511)・
lbeT・Ert他源 子 を有 す る合 醸 髫鹽 の登 色 中 心 及 立
盤 彫 φ93).
S吐eensholtG.、イオ ン格 子 の 安 定 度(765)●
り
鋭hcih.W.u.Hed鍬" .Kり103SIAに 於 け る 青 酸 の




稀鑞 の蠍 ・ペク・悔 画 甑Ch・m.〔町27(1黝 ・
RcinickeR.,從來 不 明 なnし 事 情 の 根オこ的 解 糧 に對
す δ画 中 心 立 方 格 于 の 一般 酌 解 廊(銘)・
SGCkelterght.V,11.SchrarredrergE・,炭化 ベ リ リ
ウ ム1馬Cの 構 造.(uO)・
Stackelbe【gM.V.wQuaUamFり腸性 金 磁 のCarbid・
Silicid,Nitrid及Pha+phidの構 超顕 理(u9)・
LvtgxtLA.・.12uilie・B.,Osmiuntl¢r・。xyaの紫 外
吸 敗 ス ペ ク トル(79)・
1-angsethA,.Nic]+cnr.R・L1・.SercnxcnJ・U・・ ヨ 原
子 分 子 の ラマ ン効 果 〔～つ 丶 及V(aイ オ ンの
構 造(100)・
1:0hlrauscUti.WlF.賦.1'angrataA.pラマ ン効 果
の 研 究 〔XXX†【1〕X・α 〕。V41分 子 の ラマ ンス
ベ ク トル(176>.
LangsethA.購.、V拝肪e5E.1≡三島〔子 分 于 の1ラマ ン効 果=
〔VI〕亜 叡 酸 イオ ンの構 造(209)・
EncAenA.u・HeckerR・,音波分 散測 定 に よ り無 體
及 び 混 省・烈 姐 の 分 子 内振 動 の衝 突 に よ.る勵 旭 現 象
の 研 究 〔り 超 音 波 領銭 の音 波 遽 度の 構 密測 定1二於
.ける實 験 法 と計 算 法(219)・
Eucken.A,u.BeckerR.,同土 〔17〕樋 々.の3nH11:於
け る(a.及CO.の 音被 分 散(236)・
1{tttcl二E.u.RSmeiG.薯.t.,琥珀酸 〆 リ ウムの 情 細
椿 造(:8?)・
_64一





學 及 遐 動 論
」.ム 皿}.σhem.Socり56(1939)・
WiimevE・E・・ 分 光 學 的 歎 笹 よb計 算 さ れ た る 酸 牝
窒 素 の 比 熱,エ ン ト ロ ピ ー 及 自 由 ニ ネ ル ギ ー.
(2229),
IxAoqR.H.&HcndricksB.C.、d・GhLconic_¥ciu
及 其 の 麹 態 の 熱 化 學 的 研 究(`"14:i).
R【d麿ド・P・&lireenLヒrg.卩,・Kcヒcnc〔111〕生 成 熱 及
ア ル コ ー ル と の 反 應 熟(2268).
luausC・.ti.&Schmidt凪C・,液 體 ア ム モ 昌 ア に
於 け る.溶解 熱 及 反 颶…烈1〔 塵11〕(2297)・
Spe㏄ern.w&Tostice∫.L。,畢 親[な るヨ虻鼻「に 對
す る 比 熱 責 絵 式(2311).
RobinsしnA.L&Frankl.i,S.,弧 電 解 質 の 轎 釋 熱
(:312).
.智atηrwi関。,22(凾gs4)7
MilesR・V・,應用 礁 率 學 と理 設 統 計畢 に於 け る根 本
問 題(741)・ ・
Phi1.皿ag.〔7〕,苴8〔置934)。
WhiPP甚廴・狸虻熟 測 定 に關 す る考 察(ICJ)・
Phy8.Rev.,46(193q)・
RoebuckJ・R・&OetcrLergH・,Arに於 け る ジ ユー
ル トム ソン效 果(785)・ ・
Ph亨5皿【.Z.,55(量939)・
FennerR・・CH凋の廻 縛 比 鮎 の温 壌 に よ る彰響(811)・
Proc陰Roy.Soo陰〔Aゴ,且47(1934).
-inpitzxr..噺熱 方 注 に よ るHeの 液 化(189)・
Sh¢r・aUG.G.&(UriffitLsr,音波 逋 度 法 に よ る高





Si〔㌔ 系 に於 て 生戒 され る化 合 拘 の熟 化 學 に 關 す1.力 理 論 に就 て 〔61〕閉 領 反 矇 室 を有 す.る高 温熱 鯖
る 研究 〔、7〕(2327)・
α ・wP・ヒhw・h・1・A・SShrne'd・rJ・J・.起電 力 測 定
に 依 るrtso,の 部 分分 予稀 黐 轅(23菊),
J.Chem.Phys.,2(is34).
RiceO.li.3Gershinowitali.,
計 の構 蓮 と應 用(113).
Z.Elektrochem.,40{1934).
匯 一 恥R・ ・鳳 へ・II,sの鹹 熱と齦 熱
(7i7).
ニ ン ト ロ ピ ー と化1恥 じkeロ:,・璽LDannShl、V・,高温 に 於 け るNaCIと
學 反 慮 の繕 對 蓮 度 〔D二 分 子 倉 合 の 立體 的 因 于
(ass).
1£wis㌫&Vり0.ElbeG.,・・爆 難 頁 斯 の熱 容量 測
,
定 』'に關 す る注 意 ・ 訂 正(890)・
J`Chem・SOC.(1954)◆
:¥nkewF.
二 三 の金 屬 の 分 子 熱Cvの 新 計算 操 報.(㎜)・
13eckerG・u.RoilW・A・,?:IIIとxxo,.の生戒 熱
(838).
7eiseli.,稼詭=分 光 物理 擘 と熱 力學 〔1¥'〕分 尭 學
的 測 定 億 よh計 算 され た る均 一 系 氣 膣 ヱF衡(SSa).
μ驫 蹴 錨 讌 蹴 鰄1蠶 鷲 撮 。欄 。飜、。、。際
量 訐(亅362ン1氣 憾 の性 質 【1〕1・reのジa一 ル トム ソ ン效 果 の壓　
・tskcwF・・㍉・馴1りck .E・SmitlI1・1・T・,TinklerR.カ と 温 度 に よ る 燮 化(349),
K"Gaヒ 【yO.&"'olfendenJ,H・・ 同 上 〔H〕 非 水 溶Z .physik.Chem.〔 亀),170(19S4)・
媒 唹 け 確 顧 の 黼 熱(1368)'ID・ ・hl・一 恥 正n…E.・.駕 顧 の 稀 鰍 ・
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(2bti).
Stackel6ergM・㍉ 液懇 酸 素 へ のRr及Xeの 溶 解
度(_fi21).
11a]sじhT,u.Flut】erG.S..水溶 液1;於け る長 鎮 鹽
のWiヒn効 果 竝 に 衝 突期 問 規 き 揚 合.に邁當 な る
測 定 減 の燮 化 〔32i)・
1=LalLan卜i.鱗1』Korbim曜㍊ 弱及.中弦 の 張.さの電 鰐・
.質蠏 灘 數 〔1〕Y-Dinitrnphei・・!の解 離 恒 數 と
Delive-Ililcke量のGrenz恥rme眞の邁 合 範 園(諦1.)・
Z.PhYsik.Chem.[A7,vi(is3a).
、VilergF・,酸と鹽 基 のSpannungsmihe,:つ.し.、一r(酸
性 度 と鹽 基 環 の 尺 度 とし τのAciditltspntemial)
h>
fi:inolxjewskiS.,過冷 固 漆體 め理 輪(25>
HrnakowskiK・,為機 成 分 り三 元 系 の 熱 分析 法 竝 に
.総括(99)・'
Z,physik.Chem.(B).27ps34).
FnrsterT.,I-DO+H-H.O+--】.⊃の 雫衛 恒 數 ・(1).
W醒)聖fK.L.u.HeroldW.,分子分 極 と.會合(53')・
噛
界 面 化 學
吸首.溺}媒i.膠費,寓 眞化墨等
Th宣elA.aS'eLeneckl-L.,pyJ酸の鰡 淞 黼 贈C。
mpt,rend.、199(・93・〉
び 眺 翻;よ.る 揮 磁(黝 ・
1㎞ ・ 1・d・.・L玉,・ フア ・勅 ク ・・.酸勧 ㈹
Vレ「e蒼,)keF,聰.聰er5.臼し, C"一lo系状 態 圖(273),げ 的 沈 澱(a55).
Weibk訊,Cu『Ga蹴 齠(gpg)・A
-Diac¥[.lt.,.水鰍 物 ご 元 混 働 嗾 素1・鸛
蹠 脚 恥S・ 圃 跏 ・・ 孤 三 蘇 ◎ ・醐 ・一.囎(cac) .
囃 ア効 り一水 Φ 三蘇C`・ 凶 濠一K§(、一H・1。 、,・7(・g・・冫.
H・o(苓89>lianamaruh .,讎 紫 及 癖 轍 の 癇 折 能 〔m〕
Z.Elektr。chem.,ao.q93弔〉 織 維 烈 雛 鋸 折 能 に對 す る吸着 水 の彰 饗(192')・
.Gゆ贏 ・ K㎏ 撫}i.,二 元 鹸 の 電 皸 蹴 態Kanvnan,1〈.撒 糠 醸 誘 韆 の 光翻 能 〔IV〕昌.
圃 〔xvゴLi-PV(45')・.Faの 屈 折 寧(1蚣9>
GmSe.C.・u:.ifeperE・・.二元 合 金 の 電 導 度 と状 態 圓 ・bleア町.s.e亀GりY.,..低級 及 商 級[圃)lypcptideのX
.匸XV[〕Li-si・系 .(111)・ 糠d5.難察(王48S)・.
.
.Jellinek.=K・乢Siacers比・ハ ロ ゲ ン化 物,醵 化 物 及 】[n嵐Eng.Chem.,26(195の.
一us一
己
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顎 緯 職蠍黼 嘸 ナる鞠 曙 搬 謝 蹴 甚窪驟羅.
・ 觚Ch・ 蹴 ・56(19・4・・1・ ・1…B穩趨 灘 謂 匝触　 コs獄灘 嶐鰍 び嚇 瞰
Fe面血gW応.A・.e.A5もbyC・1㌔・Sio2ゲ ル,A星:o;lkonoid-Z .,69:(1934).
.ゲル及 炭 素 に依 る.Meth)'lamineの吸 特 〔2226)一
1'nrkevialtJ・&TtiS蓋etH・S・:炭水 化 物 の活 性 牝 吸
漕(2254).
1low自:rt)」・&T画郵grH・S・ 酸 化 ク ロ ー ム ゲル .に俵




B・r・ClforilB.=w・・ 瓠 麺 の 織 的 及 驢 的 性 質
〔1〕.qQの 燧 燒 の 閥 媒 と な る 銀 表 面(127の.




L面c磁 」.A.T,/&..Hi皿典rJ.C」 、 鼇i酸 ゲ ル 中 め
Li贈 爵n髯:.現象1..(907).・..
コ
01・eh.A..【㍉ 一殴=クチ ン訂F究 〔田 ゴ ペ クチ ン 靭 一
生成 の 一般 理 輪:(911).




歇 的 寫 眞曝 躬 に及 ぼ す鹽 類 の 彭 響(1023)・
Ride7.【・・紫 外8Si二於 け るチ ンダ ル光 の藪.さの一 決
定 法 と微 核 法 に 依5生 戒 され た6金 ゾルの チ.ンダ
ル 光 の 強 さ(】},




Ki噌 へu・tae'wnC・(㍉木 炭 表 颪 の夜 薙 な る煙 質
(21}・
EUngarG・・ 高 帖 度 物 質 のPlnsimner.的研 究 〔1)
!Plastume…の櫞 成.(30》.
lK畑蜘E..解 的分散二欄 子 ㈹..
79ビ ァれ 溶液の贓{膵 的研究 「.7ammc.O..濃紛水黻 の撒 に對する鰍 的寄
.奥.SvedLem,の逵 心分 湿犠 に依 る測 定 、
Papkora・KwiIzcl'f..r.・ペ ンヅ プ ルプ リ.γ戒 ク.リ
ゾ7エ.耳 ン ゾ ルの 凝 間 と構 造 帖性.:(s.)。
RaLinesonA6,V望0昂.ゾルの 粘 護 測 盆.に俵.る研 究 〔1〕
.植造 鮎性 の 因干.(6の・
Liepa宦off&W.u..Pu田OwaJ・.親水 ゾル 〔R,〕tラ
Akl蝋嫺 する酬
。認 驪 鷺鱧 鷲 臨_。.
㎞ 彗の理輪C・ の錆化合物の研糞(魔 鯨 變色
遏程に就τの〔xvn】〕)(79)・





測定.とx線輝 的畦 結果 との比較對構(87)・
W｢1[er.G・n・Luheak.1.【"人逍樹 脂 .〔1¥〕尿 素一.
・筋 ム ァル.デピ.ド縮 合 物過 程 の物 現 化畢 的 研 究
(lo5).
1{olleman.L・W.」二,lfungenL:vgd鱈」.H.G..u..
.,。dd・・m皿.F..s・T・・ 親 喋 謬 質 〔¥III〕tsf
ンの 沒 漏 並 に ゲ ル化 熱(211)。




F:VflpS.tr,a:,金周 衷 直 の酸 化 物,硫 化 物或 は沃 化 物
の 薄 膜 の 干 渉 色(r?o);
10聯teinr.S,レ液 融 のSc4aumtheori6〔13ア)■.
Derjaguin.,躍鵬1と 粘 着 と に就 て の 砺 聳 〔IP〕小 粒
于 の帖 着理 曲(IS5).
IUngan.G・,高帖 度掬 質 のPlar[omUer・的 研 究 〔u〕
紬 鷲 蠍 決 定 へ の 牛 球PLut。m・鮒 の 馴 と絶.
對Scher常數 の 算 出.(164)詔
nM,giR.凵・B瞭!;・・ 高 織 餓 の 櫛 め大 さ と
其 溶 潅 の 粘 度 との 關 係.(li?)」








P雌k{,πN.」雌 溶性 金 屬 賤 水 膠 質 の 電 解 に依 る生 成
(ISI)・
⑪s[w'aldW.u.Rinlrl...K.、金 鵜 石鹸 の膠 質 化 學 へ の
寄 輿:〔1〕金 屬 石 鹸 の 雙 極 性 能 率(185)・
匸.iepatoRS,M.,親媒 膠 質 〔IV〕``Abbauhiillen"の
理 論.と窺 慌謬 質 の 安 定 度(IPP),
1'op[on'skiW,A.,ゲル駄 を なせ るAl〔OH)3懸濁 液
の變 化の 研究 への 定 蹟的 隠 過 分析 の應 用(`IU2)・
HlddF..u.Sa61鹽ac1鹽owskりyTh.,m』erali3ch璽nGcr・
bung.の理m・ ゼ ラチ ンのG2r㎞ ㎏ の 實 在 に就 て
(コパ ル トGヒr』u㎎)(?lla)・
Boy'e臥 流 動 水 蒸 氣 に依 る 流 動 活 性 炭 素粒 子 よn
の エ ー テル灘 氣 放 出(21A)・
Ki噂ew.V・u.SsologuhN・D・・互 に溶 け合 ふ 液 懺 の
混 合 蒸 氣 の吸 着(222),
f.vkmeA・W・・ 乾 懆遒 程 を'頴慮 レた 陶器 の温 度 億導
婁を::と漁 分 含 オぎ.闇ヒとの關 係(226)・
.Sewed-NilssonL浮游 撰 壌 に於 け る績 物 と氣 泡 と.の
接 觸 時 間 の 影 響(230)・
Natnre,IS4(1939)・
Itlau..V.&¥¥'mnbacbei.卜1岡寓 眞減 感剤 と酸 素(536)・
1_1),.J」・膠 質電 解 質(578)・
Phn.1【ag.【7】,苴8(1939)・
'11ゆbLsonG.聖㍉ 表 面 の 微 細 構 造(woe)・
CuehraiieW・,薄躑;.俵nて 生 ウ る電 子廻 折 鬮 の測
定 す.る新 方 法("56)・
Re…mahロA・1…Mヨ・α1・及Iuに 佐 る種 々 の 頁斯 ・
の 清 淨(llll)・
Phy6ik.Z.,35(19341・
¥SajoranaQ・,金臆薄 板 に 對 す る光 のft=Jfl(7du).
Proc」..コ≧oy.Soc眇〔A〕,亅46(1954)・
TaylurG.1..Dヒ血 ゆ1¢}'ie旦d5嘱,rF】nwに於 け.る乳
濁 質 の 生 成(50エ)・




RidcdlE,K。&】tempI.覃ゲ リア ヂ ンの電 無 司【鞘
〔i〕石 英1二俵 る グ.リア ヂ ンの 吸 着(1).
F醋t町「A・G"酸 化鍛 ゲ ルに 佐 る滌 の 吸 收 〔:〕脂 肪
麟 蹴`臨,_、apedA.L,.1
白金表面と鯲 分稠 の跡 騨 「 メouo'aロ岨 眞 沁湘 貯v・o・i;儡亞難 畷
木 炭.の膨 潤 〔IU〕.岻級 ア.ルー1ホル の 實 瞼(11iL))・
BangbamD.H.,木 炭 の 膨 商.〔IV〕 ア ル コ 永 ル 膜 に
封 す る量 論 的 瀾 係(lip)・.
AdnmN.K..DanlelliJ.F.&H縄rユ1i㎎J。B.一表 嘘「
膜 の 搆 造 〔XXI〕 ヱ 鞭 基 ニ ス テ.ル・ ア 々 コ ボ ル1
ア ル.ドォ キ シ ム 及 ケ ト ン類 の 表 面 健 位 ・(491)・
1しec嘔tr島マ晒55(置954)・
Smittenberg・瓢 に 佐 るHeの 吸 收 及 吸 着.(1065).
BftTA.L.$.哇'['endelooII.J,Cり'粘 土 膠 質 の
Auslausch'Kapazit5t.の變 化(1128).
Sow・Phy8・.5(1934)・
Ch日ltinE.,W-TII問胝 に 就 て の 一 知 見 〔II)(翻)
SowaPhys.,6(1934)・
ICumfe]q再結 晶 に 於 け る 薪 結 晶 搬 の 成 長 邁 度 の 非.
等 方 性(170)・
Tra皿s.Farad.Soc.,δ0(1954,・.
tv'enlCS・M・&PntL'1・㌦M ・躑 誰業 に 依 る肇 料 の 吸
收 〔V〕 吸 收 に 對 す.る種 々 の 電 解 質 の 影 響(ge5)・
SIluuw.∫.龍NVfiltonA.,金め 陽 換 不 動 態(914)・
Ll巳●yIID.J..奪}larri巳,ヒR.H.,蛋自 質 繊 維 の 彫 潤
〔川 〕 馬 毛(94つ ・
;L。w.15W;C・M"乳 濁 液 の 粘 宥 と融 合(O・5S)・
Rayk.C.&Gangul)'F;B..シ リ カ ゲ ル に 依 る水
の 吸 着 及Fntrickの 吸 着 式 に 對 す る吟 疎.〔997)・
[)nr,,1]yshihiTe∫..、.・kCeqporF.・1〈一 鎔 金 上 の 酸 化
物 皮 膜 の.依.る電 子 廻 折(le・a8)・
KingA.&Laws6nC.Gり 木 炭 に 俵 る 化 學 的 .牧着 に
閲 す る蔚 究 〔`V〕 水 覆 氣 り 攻 着 に 就 て 活 性 化 の 影
響(IQ!4),
Z・anorg・Che皿 じ,220(藍954), ,
.ScliC:ickR.u.Kurzcn・11ttnstcrド・・ 金 贋 り 活 簷 化 に・
關 す る 研 究 〔III〕・(97)・
Z.ElektrO.tihem。,40(19M)・
　
iNll罵畆 蹴,島P転醐 及齢 〃回み1
1管(7{崑 〕・
lllrniliIi.;GlacAerii・し1・』 ㎎cnd町『H・・.光量子 と
冩 眞 感 光 閾價(784)・
IH・gelha・眠 ・・S・ill・・、犠・ 活 性 麟 に伽 水灘 ～
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物 理 化 学 の 進 歩Vd1.9..(1935)
is 女 献 集
コ
.1'・ti・・繊 鯛 黻 の囀 鰍 之金験 而の催導飼
(咽+6u)・
tiiiLnna・mk・臆 Sdialla川uch:L.低準 に 於 け る純 ヌ.
は不純物存在金屬表面の光効果の混度係鼓(7了5)一1論覗rじoU'..
Z..physik.Chef血.〔A〕島170(1939).
'1'nmsla〔1.Lu.亅.ldverstnド1㌦,金屬 不 動 現 象 問題 の
光 學 的 研 究 〔[1〕研 磨 餓 鏡 に 於 け る 自然 的 酸 化 層
(172).
Hahn`7}・u・Senfhtu、1・,Gmaniamiethalel二依 る酸1
化 鐡 の 炎 面 研窄(191)・
¥'olmer¥1.u.FloodlL,蒋氣 に 於 げ る滴 核 〈,;成(_.J)・
roKa.}1・・ エ ヂ ル..アル.・ホ ルー 水 め過 齢 混 簾 氣
に 於Nる 浦 核 生 成(23G)・
Kai翼1し2wR・u∴St躪恥kilしN・.直 鍠 的 結 晶 遮 度 の
理 論(.M5)・
KahlnchOUerlL¥F・・水 素及 重 水 素 のCra(♪1・.への 吸
管 迷 度 ・ 固韓 表 面 め 化學 〔11〕・:(300)・
X611.J・R・漫 窃.どパ ン製 逍 の 物err學 〔XXll〕・種
々の 天 然 澱 扮 よ.n得ら る ～St3rkeUeishrのRヒ山
ヒmgm`藍ie【enに開 す るX繧 的 嫩 観 察(iii)・
K漁J・R・ ・ 同よ 〔XXm〕 ア ル コ.ホル を含府 す る
澱 紛Klri・re「の.X翻 的.,:・lrogradi・・enに對 す
る ア四 コ ボ ルの 瀘 度 の 彰饗(¥線 撒 影 準 傭 と しτ
の濃 粉 標 本 の デ ル コ ボ ル蛻 永理 論).
Z.phy8ik。Ch≒皿 三〔ム〕,17■(且934>
.S7evesvG.㌦u,.:Soma匸ynT,,白金 黒(41).
li:tkkii「{・1".Puckcls.の.PiluHheiiricに於 け る湾 透 壓.
と關 連 を有 す 乙毛 恕 層 匡i且の 表 面 蜈 力 とtangcnticlle
1}mck(49)・
IanJtK・,1,pwon》tiun現象 の 理 論(119)・
Z、.physik.Che血、〔B〕,27(1939)
1.lcdvall.Jよホ.,.HedinR.L1.YrnonOa鐵磁性 的 變
態 と綱 媒 活性..(196》
BnuerH..Liesegang洗澱 の 空 間 的 魔 時 間 的距 雇 の
邁 範 稲 理 袷(145).
化 學 動 力 劇
酬 、いL,,廊 酬.,巒 淋 素の分解。到
Ann.Physik,21(ts34),
LtipkuA.D.㌦.ハロゲ ン化 ア ル カ リ結 晶 に於 け る
光化 學 作 用 の 看 感 に 就 て(1)・
Compt,rend,,199(1959)・
す る鋼 蹐 翩 の 作 用(uT.;)・
[belavat■1しk.,5soe以上 の温 度 に於 け.るMg合 金
及 びCh合 金 の 醒 化 機 構(580)、




iPatte・senJ・A・Jr・&DaアA・.R・・ エ チ ル アル コ ー
ルの 接 觸 酸 化(1276).
ロ
iHiuE・S・&J・aceyW・N・,靜 止 液 状 炭 化 水 素 に
・CI .1■の 溶 解 す き速 度 〔11〕口324).
i即E・s・&L・ceyw・N靖 阯 液 状 炭 化 水 熱 ニプ
ロ パ ン の 溶 解 す る 逾 度.(1327)
」」
● ㎞.Oho=ロ.SOCど,56(19S4)r
lBratE・S・&EyingIL,酸 素 を 含 む 反 感 の 活 性 化
=1一ル ギ ー 〔1〕反 應0+lt,==H,O..(觀0)・
AllenA.O`&SicI騨anD.V.,.ア セ ト ア ル デ ヒ ド
の 誘 豪 分 解(2(Bl)・
GorinE・説TayleTiLS,,蟻 酸 蒸 氣 の 光 分 解(2042)・
ChapinR.M..HSpohaliteの分 解 に 於 け る 水 業 イ
オ ン濃 度 の 彰 響(2211)・
NVillinmsun♂N・1、,K琴tヒ肥 の 重 合 及 熟 分 解(22且tl)・
kahlenhergL.,Johns。ロ1・J.&be"'pesん";,
;金 屬 に 依 る 頁 斯 の 活 注 化(2凱8}.
BアmsA。C,&Ro1垂 廓onG.K.tCL.」 覧Osのi琵 合
1物 の 光 懈(22幼.
.'1'annerH・G・.永 素 酸 素 結 合 に 對 す る.1'b-TetrnctlLyl
の 彰 響(3?50).
JonesL・T・&Bat學J・R・ ・ 遊 離 アル ギ ル 墓 を 含 む
反 懸 〔i〕 メ タ ン,籃 素 及 酸 素 の 光 化 學 反 懸(2282)・
∫bnesLT・&ISatesJ。.R・,遊 離 ア 々 キ ル 墓 を 含 む
反 慮 〔II〕天 斯 状Ethyllod言deφ 先 化 學 的 酸 化
(2285)・
bnlicrj.E.&Rotletsond.K.,.ア セ チ レ ン のj
photobrem言na【io亘(2288⊃・
1'ortunl;・』L,瀲Eしbylloc]ideの 光 化 學 的 分M
に 於 け る.最子 生 成 奪(2294)・.
i!penccTH・M・&Jdsticg.J・L・,酸化 モ リ ブ デy.}:
1欝 す るGOの 反 慮(2301),
KilpatrickM・・ イ 才 ン反 唹 に 對 す る 電 解 質 の 影 響
(甥26)・I
lHeidtL.」,&Fb■besG.S.,1却8,2"及280騨に
.於け る.乾燥Os;の 光 分 解 〔り.量子 生 成牢(236b)
一(7?)一
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LiebltsnfslryH...,EI,O:..の沃 素 沃 化 物 混合 に 依
る.接觸 銅ヒ角奪 〔IV〕(2369)・
RiceE,o.&(;laschrookA・1川薯離 甚 の 見地 よ
幌 た る 有 機 化 合 物 の 熱 分解 〔XI〕メ.チレ.ン蕃
(2881):
1'esscx:N.,水素鹽 素 熱 反 應 の勁 力 畢 .(23SS)・
」.Cho血.Phy8.,2・(1934:)・
tines.、1.;G..Hと0及びDと0の 光 増 感 反 懸.
の比 較(728)・
livensMピG.&Taylor1.1・s.,NHSと.NIl5、の 光.
'壌 感i分解 反 嵯 の浤 度式(i32).
NclviileH.W..爆套 の上 隈 界 以 上 に 於 け るNip,.の
光 化 學 酸 化(739)・
1.eiglitnn.P.A.&Luci】ソ1へ ん,O一 亭 ト.・ベ ンx
ア ル デ ヒ ド の 光 化 學 的 異 性 化 〔1〕光 牝 學 的 縞 呆
(7δ6)・
Luthyr.A・&Lrigh竃001㌔A・'0一轟 卜口ぺ.ン
ズ.ナ.ルデ ヒ ドの光 化 學 的 異性 化 〔n〕數 畢 的 取扱
(700),
Gα,1i(壌A・鼠&JamoH.Mっ 原 子 檀互 作 用 と活
性 化 工.ネル ギ ーの 計 弊 に.禽まれ た る近 似(811)・.
Frickc.II.&IlxiヒKJ.,水に溶 解 せ.∫る蟻 酸 のx線
照 射 に.よる轉 移(8.d)・
H卩ldbury.N.}㌃電 子 附 著1二佼 る亘斯 體 中の 負 イ オ
ンの生 成 〔1〕NH即Co,ho.,Hd及Ct,(827)・
1:ndAury.n,1+.,.&TatePII.E.,瓦斯 膣 中の 負 イ オ
シの 生成.〔Il〕cq..N含,SO.、1{S&ぴH,O(t13b)・
llamwillW.H.&La.¥{erV.ti・,.黼鯖 の變 旋 光
に對 す るu,o及HDUの 影 響(S91)・
7.Chem.30e,(1934).
Sp岨g、、.,.H..硫黄 め 蠱 化 物 の 性 質.〔Vln〕一・攤 化 硫
黄 と簸 素 との 反 應(1283}・
Glward.ILF..箕斯 の 蚕 火L臥度.(故)HaroldBaile
DlxnO.の"Concenlri6..tube'"の貰 験(1382>
Nnrrish:R..G.W.,.(;roveH.G.fiSaltmaiali【i.D..
第 一 次 光 化 學 反 應 〔V}ア セ トンの分 光 學 及 光化
學 的 分 解(1456)」
IWweo.B.J.&d・InPrauditreLA.E..液懇. と瀋
解 せ るケ.トンの光 化 學 反 臨(1503)L
数[oenr:。J。齔Ho【lno.A・竃㍉ 同 上 〔1】〕
Chapm皿.A・.W.9ベツ クマ ン變 化 の 研 究 〔ll〕自然縛
位 の 動力 畢 及 溶 媒 の 彰響(1550).
Syeuce・'R..&Wild..、Y・,..鹽素 と天斯 状.ホル ム ア ルY
Cド の 熱 反 應 .て1〕.(15Bβ)・
LayJ.N.E.,.Hug4csE.D.ポ.lngo且dC.K.&.Wil-
wnC.Imo,重 水 に 依 る鹽 顛 の 水 和 作 用 並 び に 鹽 顛
水 化 物 の 携 迄 に 封 す る 注 意 、(1593)・
1.--avies:、v。C・、&1,ewis、V・P・G・,一unium.鹽頬4…
成 に彰 響 す る 因子(1599)・
lI'tarson-T.Gy第一 次 光 化 學遏 程 に 於 け る攤 と
原 子 ・AliphaticKtlunesとア ル デ ヒ ド.の光解 離 、も
(1718).
SnilhG;Fの アセ ト.ンと 沃度..の反 應 の 活性 化熱
(1744)・
'f'opleyii・&ヌmiヒhM・L,吸著分 子 に 佐 る.固画反
嘸 の觸 媒 作 用(17b4J・
GarraUA・P..&1'L。mpwn}LW・・金 緬 力:ルポ ニル.
の ス ペ.クトル 及 光 化 學 分 解 〔11〕光 化 擧 的 鍛 紅
(1617).
GarranA。.P.邑"Choinpwo正LtV.,¥iカル ボ 昌ル
.の熱 分解 及 醸 化(18'12)・
J.chim.phye.,ai(1934).
B亘u匸n。趾haしSs過酸 化 物 の分1騨逾 度(aas)・
J.Phy8.Che皿.,38(1934)・
LiehuGkyH_A.,&hlohnmmo・d.,,・・鹽 頬 の 影響 あ り
と鐚 め. られ 雌 三次 イ 才.ン反 磨(857).
BrewerA.K:.&Kロ㏄kY.UyGlowdischarge・中の





氣.と.¥,Oとの 反 應 の動 力 學(1Udl)・
BrewerA。K.&Fucじkl'.D.,laowdiscltargc中の .
化 學 反 慝 〔.rv〕酸 素 水 素混 合 物 の慾 焼(IUbl).
Prcis且err:W・&P・[19匚cr1).B.,2チ.オ酸 よnス ル
効 ン酸 生成 の動 力 學 ξ1〕T1皀(画転 に よ.るシス
チ ンの シス チ ン酸 へ の 酸 化(100).
Pmielerr.W.&PreislerD.B・,2チ才酸 よ リスル
7オ ン酸 生 成 の勁 力rn〔1D.Tl.(SOSにょ る シ ス
gン の シ スチ ン酸 へ の 酸 化 に及 ぼ す ハuゲJ化 物
の正 及 負 鰤 媒 作 用1(1109).
Monatah,Chem.,.e4Qs3a).

















物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
T「"vetsM'w.・ア 鰯 げ ヒ.ドの轍 塀(569>i鍍 側 定 〔")'(161)・'
N啝 叩i脇 ・22(1954)・,rOll"℃ie「(;・J・ ・ 脂 肪矚 ハ ロ ゲ ン化 合 物 に於 け 弓二 重圏¢
・・}ss・i'h・,s・蝿1{・u・s・ini」rH,,麟韓 髄 度 と.結 合 生戒 に 齟 す る規 則(1鵬),コ
水 中 の 貢 水 の 含;有量 との 鷁 係(662)・,Sow.Ph,6.5(19M)一
CtusiusK・".GiitSChmidしIL,重水 棄 と14.fiの混 合.MalinowskyA.E..RcssichinW.S.u.'1'itukpskiW.
匐 の 爆 蟹 下 限 界(693)・P・ ・ 無 雌 嵐 燒 遑 度 に 對.す る.電 場 の 振 動 駁 の 彰 響
E・1・.H;㌦ ・.KhLgsm・nnE.,照射1二 よ る酵 黝,IC.(9鋤.,
作t用 の 加 遖(777)・ButkoivK・ ・Zinnchlonir蕀氣 に 針 す る 光.の 作 用
PhU㊤ 皿ag.[7】,18(193り ・(90t;).
Stg繭 ・・ い 宦・遊 離(旧 の 生 成(409)・S・w.Phy・.6(1934).
Phys.Re7.46(1954).加drccwK・K・.窒 化 カ ル シ ウ ム の 熱 分 解 の 蜘 力 漿'
LミedS.q.JungersJ.d.&ShifiettC,1.L:鍠 」二1(121).
よる.煎ア セチ レ ンの 重 合(825)・!ShtSholklnK・ ・D啣uaユi・mSpioの振 勘級 を 計 算 す
Pmc:.Roy。Soo。匸A】・ 置48(1934)・
.SleacieE.W。.R.5二PlewesA..C.,氣懺 炭化 水 素 の
.駿
化 の機 携 〔1「〕syン の 酸 牝.(u&3)・
h'arkasAりFaτkasL位.Ri4e31..E.K..乖水 嚢 の 實
驗.亡IV〕,u水素 に よ る エ チ レ ンの ホ 嚢添 ㎏及 び 置
.換反 懸(630)
・
¥feb'illcH.W・.水巣 と亞 酸 化窒 巣 との.反應 動 力學
(11)(i;i).
MelvilleILW∴同 上 〔III.〕1酸素 の 影 鬱(iGO)・





玉H・.酸 素 とors水素 との反 懸.(48).
#ChapmanD・L・&Gregory.(.・・水 素酸 素 紹 合 の
ベ ラ..ジウ ムに よ る 接觸 反 應・ 接罵 觸 喋 の 新 現 象
ψ8>
Fle【chexG.」.M"メチ ル ア ル コー ルの 熱 分 解(ito)・
素 の 光 化 鞴 合 の誘 導 期1(140>
Wiu巳rE・
<3u9).
ii.珥be「r・&¥¥'eitlnJ・・ 籔 襲 類 移 よ るuoの 接觸
a解(,;,.,).
¥ewittD.>S.&5segoP.,
〔コ〕 メ ヌ ン及 呂 タ ン 〔CI〕 メ チ・ル ア ル 冒.一ル.s
.チル7ル コ ー ル,ア セ ト ア ル デ ヒ ド及 猷 酸(555>
Ree,tray.5s(i934),
ト
GridithSJ.G..A,&tS'・nishR.G..w・,水素 及 び 鹽lZ.phys.Chem.[B〕,27(璽954)・
J・IL."F・ 。rd.5・G・・ 活 性 鯲 に 就 て 呼 吋1酬.[・u」Pep。v'ls・・
F
　




寒 反 に 於 け るPZモ 昌 ヤの 影 響(926)・
RolfeA,C・詮TTinshelwoodC.'..,呂xテル 生 成
の 動 力學 ・ 醗 酸 及 メチ ル.アル コー ルの 反 廳(9Si)・
liomfeldG・&¥(cCaig慧・」SO.の光 分 解(9飢).
Stew'ardsonE・A殉高 周 波910wdi日cha欝に於 け
る..¥.(Jの解 躯(1⑪18):
Z.phye。Chem.【A】,置70(7839)・
Schencl-F・.鹽酸 の 存在 に於 け.る3・Bo脚y且・2・phen外
cydopmpand-nrbunsBureの四個 の異 性 骸 の メチ
ル,ニ チ ル及 イ ソプ ロ ピル ア ル コー ル に於 け る エ




分 解 に對 す る觸 媒f霊用 に.よる酸 化 マ グ 孝 シ ゥム 一ー
醗 化鐵 系 の 活性 状襲…の 表 示(&3)・
titeaci<E.W・R・,重水 中の 酵 素 に依 る庶 糲 槫 化(6)・
シ ウー マ ン域 に於 け る酸
案 と水 嚢.との 光 化 學 反 寒(75)・
B・ichF..胸nh。offer【{.F.u..,・ehvend.【ugh.51二
A.g重 水 素 と 臭 素 蒸 氣.とρ 反 懸(71)・
酸 崇 及 一 酸 化 炭 素 と め 反 感.(】ii),
IlertelG.,lieckerG・u・CleverA"脂肪 族 酸 鹽 化 物
の 鹽 素 化 機 構 に 就 で 〔g階 黒 反 懸(303).
Vle・S.臨 ア昌 リン・水 法 にsa無 水 酸 の 加 水 分 解.IIGarli..卿1・衆 に 依 るエ チ ・ ン繰 添 加 蹴 て(磯
一 謎 一







RuppE"電 子 回 折 に よ る 高 電 壓 の 測 定(594)・
Ber.Dtech,chem.(ies,87(1934)
1:iesen(eldE.H.u,L2iesenfeld}tE・・ 蹟 物 の 結 舶
永 に 於 け る 重 水 の 含 量(169).
HanczuhA.,窒 化 水 素 及 ア ジ 化 物 の 構 避(167冫 ・
Co皿pt.rend.,199(1934)・
Vd:S・・ 干 面 層 上 の ゼ ラ チ ン に 就 て の 定 性 的 化 攣
的 觀 察(611)・
Ba5s敏J・CID〔岨6、L・ 走置カロ壓 に 於 け る・沃 諦奪及 沃 素
化 物 の 直 棲 酸 化 〔668)・
HelV,,17(量{聖54).
Fla[1R・雑 少 量 の 沃 素 の 電 位 差 計 的 定 債(1494)・
N7attR・・簡 畢 な る ミ ク ロ ピ ユ レ ッ ト(151=り・
GuverA、]i1C]RTA・u・Sc6midE・,液 體NHgに
於 け る.啜化 』ア ル カ リ と 硝 酸 カ ル シ ウ ム との 反 應
(1538).
Ind,Eng.Chem.,29(1934).
SmithA・S"閉 鍍 器 内 に 於 け る天 斯 の 混 合 蓮 度
(us.)・




FrenyF.C.,化學 エ 業 に 於 げ るAl(1231)..
∫oho5【onJ・腐 蝕 問 題(1238)・
RhodesF.H..濾 過 法 に 於 け る洗 機(is:ti)・
Ind.Eng.Chem.[Anal.Ed.7.s(iasa).
¥¥'hrdA.1、.&FulweilerW.N..異列 炭 化 水 素 の
5}Rgr1<として の 比 屈 折 分 散 〔3btl)・
Wooten.し.A.&Ruehlen..E.,非 水 薯容液 に 於 け.る
電 位 碧竃滴 定 法 〔II)(449)・
R鬮eliW、W.&Lal6amI.}.S"
定 法 装 置(465}・
べ瞬gg適eD.,'CunghergC.0.&h'enskeM.K.,沸點
及 沸 騰 範 圍 決 定 法装 置(466)・
1ValsLIV.L.,
着 力 測 定 襲 置(470)・
hlarkleyK・S・・機 械 的蓮 餅 装 置.を有 す:る廠 點 測 定
1装 置(4Ti)・
IrviogJr.G・W,&SmithNR,.電 無 計 測 定 法 琶=
螢り暇 さ れ る 鹽 橋(480).
J.Am.Chem.Soc.,Sfi(1934)・
Peax.lt.N.哉¥fuumW.1⊃,,プ ロ'{ン の 緩 没 酸 化
{2034).
1:illixtricl:M,、ChaseE..F.邑RioschL.C..水素
イ オ ン濃 度 決 定 に 對 す る比 色 法,電 賦 計 法 及 觸 媒
法 の 比 鯨 〔2051).
G㎜5panJ・ 舮 定 量 添 加 管(2054)・
AUenA・Q・.氣 鰻 反 噤 速 度 測 定 に 對 す る1)oad・Space
補 正(2069).
i¥euveJ。D.&1:iemanIIIW"ク ロ ム 酸 研 究 に 對
す る 晴 于 電 繰 の 感 用(2235).
F噸 ㎎W.A殉ShufnuL&Garlod:X.1L,メ ヂ
ル ・ニ チ ハ'・ケ ト ン め 三 三 の 物 理 恒 販 及 旦水 化dal
との 加 成 物 の 研 究(2252).
CuUnE.J..McM㏄kinT.L.kdsellI.T.fiWCIR
r:H・,ア ミ ノ酸 ・ ペ フ'チ ド及 之 に 踏 聯 せ.る物 質 の
物 理 化 阜 的 研 究 〔u〕(2270).
FoτberG・S・&Held【 し 亅・・.¥Cliunmchアに 對 す る
薩 酸 ウ ラ 弖 ル 溶 液 の 最 遖 組 成(SSti:i).
J.Chem.Phyn.,2(且939)・
K1msmanC.H.s:¥elsonR.A.,K及.Li{オ ン
源 の 存 在 に 於 け る 水 素 の 誚 失(752).
HildebrandJ・H.&.、v〔D`.鳳ls・E・,分標 亀こよ る錯9三成
(822)・
Gluckler1..,分樋 に よ る錆 生 成,且 個 の 分 子 の 定 義
(823).
J,Chem.Soe.,(IS3a)
Basse【tH"石 灰 一 水 系 に 對 す る 注 意 豊 に α の 定
量(127⑪)・
BuryC.R..オ ス ト ワ ル ド枯 度 計 の 檢 定(1380).
liaye.tゼL.&¥¥'atrenr。L.,闖臉 及 液 體 め 抽 出 装.
1置(ics2)・
融 黙 及 搬 沸 鮎 決 定 法 黎 置(46Bレ
(:onrtneyR.1'.&¥¥'akefi・ld}1.F.乾懸 の 附1∫ 。5hiS.ti.、・ ・hazmaR..K、,放 電1二 よ る.SU.の分
70
解 な る光xne1MenziesR.c.,"mmeの配 位 數(脇)。　
1BrittonH.TS.,鐙酸 の 物 理 化 學 的 研 究 〔XLIt〕6
1頂 及4仮 のV溶 液 の 構 造t之 等 帽 互 の翫 及酸
化(1842)・
J..chim.phys.,Sl(19M).、.
.、.._白,・,.■」 ■ ■ ■ ■ ■■ ■L■
.、
,
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20 女 献 集
、A4(6L7).Phys.C、岬 騨 》 卩
1'ounA..A.W,.&P㎝odJ.R..チ ナ ム ア ル デ ヒ ドの.
酸 化'(1〔MS)..
J.30c.Chem.Ina.53(1934)・
1,awry'r・M・・ 化 學 に.於け る 物 理 的 方 法(769》
W㎝dW.A.,冷 伽 工 銅 の楮 子歪 み に因 る.潜エ ネル
ギ ー(49u)・
1:0bcrlsonJ.JL..x戯結 愚分 析 に於 け る比較 強 度
測 定 邦1;二結 贔 移動 膜 分 光 器(729)...
rtnnsR.E.昆RamlalN.,1'lastic'Flowの際 に 起
る多縞 晶 金 屬 内 の 結 晶 于 向方性(9鱒)・
鸞 献"卿 繭噸 の劉 躍 爵ぎ灘 の驪 綱
1`allerwuoｫ一:5.,溏解 酸 素に よ るF¢(ox):の酸 化lIゐ 町H・ ・鑽 石 倉 量 の 電 氣 力學 的 決 定 ・(790)・
に於 τ有 提 水 酸 貨 物 の 影 響(zser).
C.mmnP.(み,.濾過 の 機 構 の 研n口11〕(SOI'1')・
Moneteh.Ohe血.,64(1934)・
Lu.zczalA.u.GNnL。,ニー及a一 ナ7卜 一 ル の メ
ル カ プ ト色素 及 メチ ル メル カ プ ト色素 の 色 ・分 光
分 析 的研 究 、(349)・
ScliallcyE."耳aglF.,化學 的 方法 に よ るSchlieren
の 鯨 ・ 關 榊 の 液 體 を 齢 す ろ 際 に 生 す る.
Rchliereoの知 識 に對 す る寄 輿(3B5).
矼on巳t8h,Che皿L,65(1834;)・
lieu竃UE・{LKutulniggA・・Cu(【り 鹽 化 物 ～ ハ ロ ゲ
ン化 水 素 ～水 ～ ア ル コ ー.ル(エ.一テ ル 膨 アwre
ド,.ケトン・ 醵zx3ル)系;に 於 .りる.管色(82)
Nat町e,134(冊54)・
dlaaiuntld耳at..光の 傳 播 の 難 學 的 展 望(182).
著 者 な し,金 剛 石 の 二 型(485),
N"kayaU.&Yam猫kiFi.ウィル ソ ン箱 に よ る火
花 研 究 〔496)s
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一76一
物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
丈 献 集 21
▼
る寄 與 〔24〕・指 示 藥 の 蛋 白質 誤 差 に就 τ(2跖)・
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LeissC・・ 分 光 癸 置 ・ 分 光 器 及 單 色 光 器 に よ る光 の
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